
「川根本町子ども議会」 を開催「川根本町子ども議会」 を開催

　 1 1 月2 9 日（ 金） に光の森学園の６・ ８・ ９ 年生の代表者による「 川根本町子ども 議会」 を開催し まし た。 こ の取組は、

次世代を担う 子ども たちが川根本町の未来や日常生活について考え、 主体的に考える力を育み「 町づく り 」 に参画する

意識を育てるこ と を目的と し ています。 当日は８ 人の生徒が「 議員役」 と し て町政に対する一般質問を行い、 実際の議

会同様に町長が答弁し まし た。 また３ 人の生徒が「 議長役」 と し て議会の進行を担当し まし た。

　 議長と し ての体験

を通じ て、 発言し た

生徒の熱意や川根本
町をより 良く し たい

と いう 思いが強く 伝

わっ てき まし た。 生
徒の意見や提案は、

地域の未来を考える

上で非常に重要であ
り 、 私自身も その一

員と し て参加でき た

こ と を誇り に思いま
す。 と ても 貴重な体

験と なり まし た。
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　 議長と し ての貴重

な体験をさ せていた

だきまし た。 こ の機
会を通じ て、 普段は

見るこ と のでき ない

議会の運営や議論の
進め方を学ぶこ と が

でき、 と ても 嬉し く

思います。 社会の責
任感や、 地域の問題

に対する関心が高ま

り まし た。 こ の経験
を、 今後も 大切にし

ていき たいです。
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　 光の森学園の生徒

たちの発表はユニー

ク で面白く 、 特に議
長と し ての体験を通

じ て、 普段行われて

いる議会の運営を身
近に感じ るこ と がで

き まし た。 こ の貴重

な体験は、 私たちに
と っ て議会の仕組み

や重要性を理解する

良い機会と なり 、 今
後の成長に繋がると

感じ まし た。

子ど も 議会を 終え て 、 議長を 務めた感想　 　 ～ 3 人の生徒が交互に議長を 務めま し た～
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質
問

川根本町と ア ニ メ・ ゲー
ムコ ラ ボ計画

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 川根本町の町おこ し に向け、アニメ と のコ ラ ボを提案し ます。
　 桃太郎電鉄と のコ ラ ボや町営バスのラ ッ ピングを通じ て、 町

外・ 町内から の盛り 上げを図り 、 タ ーゲッ ト を観光客と 町民に

明確に設定するこ と が重要と 考えます。

　 川根本町では、 アニメ と のコ ラ ボを通じ て観光促進を進めて
います。 大井川鐵道の「 き かんし ゃ ト ーマス列車」 や「 ゆるキ

ャ ン」 と の連携で観光客を呼び込み、 スタ ンプラ リ ーも 実施中

です。 町営バスのラ ッ ピングには著作権問題があるも のの、 地
域活性化に寄与する 可能性があり ます。 ロ ケ地マッ プを 作成

し 、 観光客の誘致を目指し ています。 全線復旧に向け、 観光客

の回復に努めます。
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光の森学園６ 年生

質
問

川根本町の人口減少を
食い止める ために

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 川根本町の将来を考え、 同年代の意見を集めたアンケート 結
果を基に、 人口減少対策と し て以下の提案し ます。

　 施設整備、 進路先の充実、 大学誘致、 子育て支援、 移住者の

呼び込みを進め、 町の活性化を図るこ と ができ ると 考えます。

　 川根本町では、 買い物や医療の利便性向上に向けて、 配送サ
ービスや移動販売を導入し ています。 また、 川根高校の魅力向

上に努め、 大学と の連携を 強化し ています。 子育て支援と し

て、 相談窓口や医療費無償化、 育児用品購入券を提供し 、 安心
し て子育てでき る環境を整備し ています。 移住促進のため、 定

住・ 移住推進室を設置し 、 補助金や移住フ ェ アを通じ て移住者

を増やし ています。 町の温かさ を活かし 、 自然環境を保ちなが
ら 人を呼び込む方針です。
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こ こにも、 一つの物語。
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質

問
1 0 0 年前の文化を 大切に

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 私たちは、 1 0 0 年前の川根本町を 研究し て、 昔の写真と 今の写真を 比較するこ と でいろ いろ な発見があり まし た 。 昔のこ と を知
る人に話を聞いてより 詳し く 昔の川根本町を知るこ と が出来たため、 以下の資料を活用するこ と を提案し ます。

（ 1 ）昔のこ と を学べる資料を大切にし ていただき たい。

（ 2 ）川根本町の貴重な資料を町づく り に活用し てほし い。

　 大石議員、 中村議員の歴史への関心を 嬉し く 思います。 昔の資料は教育や文化継承に重要で、 地域の歴史を 学ぶ手助けと なり ま
す。 子ども 議会を通じ て、 子ども たちが地域の歴史に触れ、 次世代に伝える責任感をも つこ と が期待さ れます。

　 町では資料のデジタ ル化を進め、 アク セス環境を整えます。 また、 静岡文化芸術大学と 協力し 、 貴重な資料の調査や町民と の勉強

会を実施するなど、 地域への愛着や誇り を育む取組を行っ ています。
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光の森学園９ 年生

質
問

ジ ビ エ で 町を 救おう
～ジ ビ エ を 使っ た町おこ し ～

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 私たちは、 ジビエの研究をするう ちに非常に魅力的だと 感じ 、 町おこ し には、 こ のこ と を使わない手はないと 考えまし た。

（ 1 ）実際に狩り をし ている人の経験から 魅力を伝える。 　 →　 SN SやY ouTubeを使っ て伝える。
（ 2 ）販売やジビエの魅力を伝える店を建てる。 　 →　 旧本川根中学校の土地を使っ て店を建てる。 千頭駅前で出店する。

（ 3 ）処理加工施設の増設。 　 →　 川根本町では現在１ カ 所のみ。 増設すれば加工量が増え、 安く なる。

　 S N Sを活用し てジビエの魅力を 広めるこ と が重要であるこ と は認識し ています。 地域おこ し 協力隊員が情報発信を行っ ており 、

引き 続き 広報紙やホームページでも 発信を続けます。 町内の飲食店でジビエ料理が提供さ れており 、 今後の増加は地産地消や町の活
性化につながると 考えています。 空き 校舎の活用案も 参考にし ます。 処理加工施設の増設は迅速な処理を可能にし ますが、 人材育成

や安定し た捕獲量の確保が課題です。 関係者と 連携し ながら 進めていきます。
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光の森学園９ 年生

質
問

犬た ち の憩い の場作り
のために

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 旧本川根中学校を活用し 、 犬と 飼い主の意識向上を図る「 ワ

ンちゃ ん目線第一のド ッ ク ハウス」を提案し ます。 具体的には、

わんわんスク ール、 ハズバンダリ ート レーニング、 グルーミ ン
グ、 ホテルの提供が考えら れます。

　 犬たちの憩いの場作り について、 旧本川根中学校を候補地と

し て提案さ れまし た。 広い敷地を活かし 、 飼い主と 犬が安心し

て利用でき る施設の設計や安全対策が重要です。 大森議員の提
案は、 犬に優し い環境づく り や飼い主と の関係性を重視し たも

ので、 頂いた貴重な意見に基づき 、 今後の情報提供や指導に活

用し ていき ます。
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光の森学園９ 年生

質
問

旧本川根中学校のプ ー
ルで ヤマ メ の養殖を

町長答弁要旨町長答弁要旨

　 旧本川根中学校のプールを釣り 堀やヤマメ の養殖に活用する

提案は、 町民や観光客に新たなレ ク リ エーショ ン の場を 提供
し 、 地域交流や雇用創出に寄与するこ と が期待さ れます。 ヤマ

メ の流通促進にはSN Sや広報紙を 活用し 、 事業者が育成日記

を配信するこ と が効果的です。 施設整備が必要ですが、 空き校
舎の活用は有効だと 思います。

　 空き 校舎のプールを活用し 、 ヤマメ の養殖を行う 提案です。

中学のプールの循環ポン プを 利用し た釣り 堀と し て、 S N Sや

パンフ レッ ト で広報し たり 、 地元スーパーや旅館に流通さ せた
り するこ と で、 観光資源と し て町の活性化を図るこ と ができる

と 考えます。
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